
１０．水稲の高温障害粒発生要因（玄米品質低下）と軽減対策 

 
近年、地球温暖化に伴う夏季の高温による水稲の品質低下が全国的な問題となっている。本県で

は、平成 14年に乳白粒・胴割粒、平成 22年には乳白粒・胴割粒・黒点米の発生により、一等米比

率が大幅に低下した（平成 14年：52％、平成 22年：76％）。県内各地とも 8月の平均気温は上昇が

続いており、品質低下のリスクは年々高まっている（図１）。今後は常に高温を警戒した栽培管理が

必要である。 

 

１．高温で発生する主な障害粒（本県で問題となるタイプ） 

＜検査等級の低下を引き起こす障害粒＞ （写真１） 

・乳白粒：出穂後 10～20日頃（米粒肥大の最盛期）、一時的にデンプンの集積が悪くなることで発

生する。充実が劣った部分には隙間ができ、これが光を乱反射して白濁して見える。米粒の肥大

は中心部から外側に向かって進行するため、断面を見ると通常は白濁部がリング状になっている。

なお、登熟気温が 30℃以上になる西南暖地では米粒全体が白濁する高温型乳白粒の報告もある。 

登熟期の高温の他にも、低温、日照不足、フェーンなどの気象条件、栽培管理面では籾数過剰、

倒伏、根腐れ、水不足、刈り遅れなど、様々な要因で発生が引き起こされる。特に、登熟期の高

温と日照不足など、複数の要因が重なると発生が著しく助長される。  

・背白粒：登熟が進んだ出穂後 20日頃に背側（胚のない側の縁）のデンプン集積が悪くなり、白濁

して見える。乳白粒に比べ気温との関係性が強く、高温により玄米の同化産物受け入れ能力が早

期に低下することで発生すると考えられる。栽培管理面では、籾数との関連性は低く、登熟期の

窒素不足で発生する。 

・胴割粒：米粒は不均一に吸湿･乾燥するため、その圧力で胚乳部に亀裂が生じる。収穫前の降雨に

よる乾湿の繰り返し、刈り遅れ、収穫後の過乾燥などで発生するが、出穂後10日間程度が高温で

経過すると米粒の構造が脆くなり、胴割れが起こりやすくなる。登熟期の葉色低下は胴割粒の発

生を助長するとの報告もある。 

・黒点米：玄米の側面が裂けてスジ状に黒変し、着色粒として扱われる。高温や水分ストレスとの

関係が各地で報告されている。「あきたこまち」や「ゆめひたち」で発生しやすい。 

完全粒       乳白粒       背白粒        胴割粒       黒点米 

 

 

 

 

写真１ 検査等級の低下を引き起こす主な障害粒のタイプ 

図１　茨城県内における夏期の気温変化
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＜検査等級に影響しない障害粒＞ 

・水浸裂傷粒（白米ひび割れ粒）：精白米を水に20分程度浸すこと

で米粒の周囲に裂け口を生じる粒（写真２）であり、炊飯時に煮

崩れを起こす原因となる。 収穫後の過乾燥、過度の搗精や搗精直

後に起こる急激な水分の蒸発、保管中の吸湿や乾燥によって発生

しやすくなるため、収穫後の問題と考えられてきたが、気象条件

や栽培管理も影響することがわかってきた。            写真２ 水浸裂傷粒 

気象条件では登熟期の高温と日照不足、栽培管理面では登熟期の常時湛水や水分不足、疎植栽

培で発生が増加する。 

 

２．高温障害粒が食味に及ぼす影響 

乳白粒や背白粒は発生率が高まると、検査等級の低下だけでなく、食味にも悪影響を及ぼす。白

濁部分(デンプンの隙間)には炊飯時に早く水が浸透し、炊きあがりが早まり、べたついたご飯にな

る（図２、図３）。このため、玄米品質の低下防止は食味向上にもつながる。 

 

 

 

水浸裂傷粒は、浸漬した米の 10％以上に発生すると、炊飯米の見た目を損ねるだけでなく、食感

がべたついて食味にも悪影響を及ぼす（表１）。玄米や精白精米の見た目からは判別できないため、

精米卸業者は精米作業の度に発生状況を調査しており、品質管理をするうえで欠かせない評価項目

の一つとなっている。 

 

３．品質低下を防ぐ栽培管理 

平成 14年産米の品質低下を受け、登熟期の高温を意識した栽培法の見直し、収穫･乾燥･調製の再

点検を全県的に行うため、平成 15年度から「いばらき高品質米生産運動」がスタートした。本県産

米の品質安定化に向けて、主要品種の「コシヒカリ」、「あきたこまち」について生育や収量・品質

の目標値を設定（参考資料１を参照）するとともに、いわゆる基本技術の徹底を呼びかけてきた。 

図２ 「コシヒカリ」の乳白粒混入と         図３ 「あきたこまち」の乳白粒混入と 

食味官能評価                    食味官能評価 

　表１　水浸裂傷粒の発生と食味官能評価（農研：H17）

(%) (%) つぶれ 割れ 煮崩れ べたつき 粘り 硬さ

標準 15.0 0.3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

高温 14.0 11.8 -0.41 -0.04 -0.36 -0.07 -0.18 -0.11 0.11 0.00 0.05

　注１）農業研究所（水戸市）産米を供試。縦型循環式火力乾燥機を使用（標準：平均穀温30.3℃、高温：平均穀温33.9℃）。

　注２）搗精はMC-90Aを用いて重量歩留まり91%とした。精米重量の1.42倍に加水し、炊飯した。下線の数値はｔ検定で5%の有意差あり。
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注）供試米は農業研究所水田利用研究室産（龍ケ崎）。障害粒を取り除いた整粒を基準とし、乳白粒または

背白粒を重量比で混入し、食味官能評価を実施した。 



平成 22年には著しい高温によって県産米の品質が大幅に低下したが、全県下の聞き取り調査から、

適正な追肥や落水時期、適期収穫の実施割合が高い地域では、乳白粒、背白粒、胴割粒などの被害程

度が少ない傾向が認められた。高品質米生産に関する基本技術の励行は、品質の低下防止に有効であ

ることが再確認されている。 
栽培管理による品質向上対策に特効薬はなく、水稲栽培の全般に及ぶ様々な管理の見直しが必要

となる。一つ一つの技術の効果は小さいため、それらを組み合わせて実施していくことが大切であ

る。以下に各項目別の品質への影響と推奨される栽培管理法について記載する。 

 

（１）移植時期 

移植時期を遅らせると、分げつが増えにくくな

り、過繁茂の防止につながる（写真３）。また、出

穂期が遅れることで、最も高温となる 7 月末～8

月初旬での登熟を回避または遭遇期間の短縮が可

能となる（登熟気温の低下）。このため、千粒重の

増加とともに玄米品質の向上が期待され、本県で

は主要品種の「コシヒカリ」について 5月 5日～

20 日に移植する遅植えを推奨している。平成 14

年産では、農研所内試験、現地事例から移植時期

を遅らせることで玄米品質の低下が防止された調

査結果が報告されている（図４）。 

ただし、気象条件は年次によって変動する

ため、生育制御による千粒重の増大効果は確

実に期待できる一方で、乳白粒の発生率のみ

に着目した効果は当たり外れのある対策であ

る（表２）。また、遅植えでは稈長が伸びて倒

伏が発生しやすいことにも留意が必要である。 

近年、経営規模の拡大も進んでいることか

ら、可能な範囲で適期植えを行い、その他の

技術と組み合わせることで実効性の高い対策

とすることが重要である。 

 

（２）籾数制御による効果 

乳白粒の発生は㎡当たり籾数と正の相関が認められる（図５、図６）。「コシヒカリ」の場合、通

常年では県の収量目標510kg/10a を達成するための目安となる㎡当たり 3万粒程度で乳白粒の発生

4/23移植

5/10移植

最高分げつ期 幼穂形成期

写真３ コシヒカリの移植時期と生育量 

（農研：龍ケ崎市） 

図４　移植時期と乳白粒の発生状況(農研：H14、龍ケ崎市）
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表２　コシヒカリの移植時期と登熟期の気温、収量･品質の関係（H13～H19年）

ﾀﾝﾊﾟｸ

平均 最高 最低 質含量

(月日) (月日) (月日) (℃) (℃) (℃) （kg/a） (g) (%) (%) (%) （0-5）

4/22 7/27 9/2 26.1 31.1 22.5 52.9 21.1 85.1 3.1 6.7 1.9

5/10 8/1 9/10 26.0 31.0 22.3 52.3 21.5 83.0 4.8 6.5 2.9

5/17 8/4 9/12 25.3 30.0 21.7 52.8 21.6 85.7 5.0 6.7 3.1

5/24 8/8 9/15 25.5 30.2 22.0 52.6 21.7 87.4 2.7 6.7 3.4
　注１）登熟期の気温は出穂後20日間の平均値。

　注２）5/17移植の全データはH13～H17年。タンパク質含量はH13～H17年。整粒歩合、乳白粒はH18年を除く。

　試験場所：農研水田利用研究室（中粗粒グライ土、龍ヶ崎市）。

　耕種概要：基肥窒素量は年次間で異なり0.3～0.6kg/a＋穂肥窒素0.3kg/a。株間18cm、株当たり5本植え。

登熟期の気温
移植時期 出穂期 成熟期 整粒歩合 乳白粒 倒伏程度玄米重 千粒重



が 3％以下に抑えられる。一方、背白粒の発生は㎡当たり籾数との関連性が認められない（図７）。 

籾数を適正化するためには、①土壌診断による基肥窒素の適正施用、②田植時の苗掻き取り調節

による適正な植え付け（株当たり 4～5本）、③中干しによる茎数制御（写真４）などを通じて幼穂

形成期(出穂 20～25日前)の生育量を制御することがポイントとなる。目標とする葉色は「コシヒカ

リ」の場合、カラースケールで 3.0～3.5、「あきたこまち」ではカラースケールで 3.5～4.0である。

茎数は㎡当たり 500～600本で畦間が見通せる程度が目安となる。 

なお、乳白粒の多発年(平成 14年)では籾数の増加に対する発生程度が大きく、籾数制御だけでは

一等米の維持（乳白粒の発生目安 5％）は困難である。 

 

（３）穂肥の適正施用 

穂肥は適正な籾数を確保し、籾殻を十分に生長させ、登熟の終わりまで稲体の活力を維持させる

効果がある。穂肥に施用する窒素の施用量が多いと籾数の増加によって収量は向上するが、乳白粒

の発生率が高まる（図８）。一方、窒素量が少ないと収量が低下するとともに、背白粒の発生率が高

まる（図９）。また、同じ穂肥窒素量であれば施用時期が遅いほど、背白粒は減少する傾向がみられ

（図１０）、登熟期の窒素肥効（穂肥施用）との深い関係性が示唆される。 

生産現場では、食味計による食味値の向上を重視するあまり、本来は必要な窒素追肥を控える肥

培管理が多く見受けられる。高温登熟条件下での窒素不足は背白粒や胴割粒などの発生を助長する

ことが他地域からも報告されており、収量と品質のバランスからみた穂肥施用を考えていく必要が

ある。幼穂形成期の生育量が適正であれば、基肥･穂肥体系において出穂前12～15日頃(幼穂長 3～

5cm)に速効性窒素で10a当たり 1～2kg程度の穂肥施用は、高温登熟下での品質・食味維持の観点か

ら行いたい。 

図５　籾数と乳白粒発生率の関係（コシヒカリ）

試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒グライ土）、県南地域現地
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図６　籾数と乳白粒発生率の関係（あきたこまち）　
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図７　籾数と背白粒発生率の関係（あきたこまち）　
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写真４ 中干しによる分げつ抑制（農研：龍ケ崎） 



 

（４）間断灌漑の実施 

幼穂形成期以降は稲が最も水を必要とする時期であるが、湛水を続けると生育が旺盛になり過ぎ

たり、根腐れを起こしたりする。そこで、稲に水分を十分与えながら土壌中に酸素を補給するため、

間断灌漑を行う。出穂までは 3～4日程度湛水管理（入水後、自然落水）し、落水状態で 1～2日程

度保つというサイクルを繰り返す。田面が多少乾いても問題はない。一方、登熟期に常時湛水や田

面が完全に乾くほどの水分不足にすると、根の活力が低下し、乳白粒や胴割粒、水浸裂傷粒の発生

が増加する（図１１、図１２）。このため、出穂以降では出穂前よりも綿密な水管理が必要である。 

 

図９　窒素施肥法と背白粒発生率の関係(H16･H17)

　・試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒グライ土）
　・4月下旬稚苗移植、裁植密度18.5株/㎡(株間18cm)
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図８　窒素施肥法と乳白粒発生率の関係(H16･H17)

　・試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒グライ土）
　・4月下旬稚苗移植、裁植密度18.5株/㎡(株間18cm)
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図１１　登熟期の水管理と乳白粒の発生(農研：H16～18年)
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図１２ 登熟期の水管理と水浸裂傷粒の発生率
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図１０　穂肥施用時期と千粒重、乳白粒、背白粒の関係（あきたこまち、農研：H16～H18）

　・試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒グライ土）　・耕種概要：4月下旬稚苗移植、裁植密度18.5株/㎡(株間18cm)、基肥窒素0.4kg/a＋穂肥窒素0.2kg/a

20.5

21.0

21.5

22.0

22.5

23.0

23.5

-30 -27 -24 -21 -18 -15 -12 -9 -6 -3

千
粒
重

(g
)

出穂前日数

H16年 H17年 H18年

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

-30 -27 -24 -21 -18 -15 -12 -9 -6 -3

乳
白
粒
発
生
率

(%
)

出穂前日数

H16年

H17年

H18年

0

4

8

12

16

20

-30 -27 -24 -21 -18 -15 -12 -9 -6 -3

背
白
粒
発
生
率

(%
)

出穂前日数

H16年 H17年 H18年



具体的には、湛水の継続日数を 2～3日とし、自然落水と入水を繰り返し、落水後は田面が乾く前

に入水する。間断灌漑の終了時期は、出穂期から30日以降(最終入水は出穂期から 27日以降)とす

る（図１３）。早期に落水すると、乳白粒、胴割粒が発生しやすくなるので、用水が早めに停止して

しまう圃場では、直前に十分入水しておくか、排水路から汲み上げる等の対策を講じる。 

 

（５）適度な透水性の確保 

圃場の透水性が良いと根の活力が維持され、玄米品質の低下防止が期待できる。現地調査から日

減水深が大きい圃場では、乳白粒が減少する傾向が認められる（図１４）。また、弾丸暗渠の施工に

より圃場透水性を改善（中干し以降の日減水深10mm程度→20mm程度）するとイネの根部が発達し、

高温登熟条件下では乳白粒や背白粒の発生が抑制される結果が得られている（図１５、図１６）。 

これらのことから、暗渠が施工してある水田では水甲を調節し、水管理に支障のない範囲で透水

性を高めておくことが大切である。また、透水性の悪い圃場では品質向上のため、暗渠を施工する

ことが望ましい。 
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少 

図１３　間断灌漑法の実施イメージ
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注）5月上旬移植コシヒカリ、県南地域現地圃場の結果。栽培管理は農家慣行。

図１４　圃場の減水深と乳白粒、千粒重の関係
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・試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒グライ土）

・弾丸暗渠：2m間隔で深さ30cmの位置に本暗渠と直交に施工

・耕種概要：4月下旬移植コシヒカリ、基肥窒素0.4kg/a＋穂肥窒素0.2kg/a

図１５　弾丸暗渠施工区の層位別根重割合(農研：H14、H15)　
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高温処理は穂揃期～登熟中期にビニールトンネルを設置し、高温条件下で登熟させた。

図１６　弾丸暗渠施工の有無と品質・収量の関係(コシヒカリ、農研：H16～18年)
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（６）根圏域の確保 

作土深を変動させた試験結果から、作土深 5～21cmの範囲では、作土が浅くなるほど乳白粒、背

白粒、胴割粒が増加する傾向が認められる。特に高温登熟条件下ではその傾向が顕著である。玄米

品質、収量からみて適正作土深は 15cm以上と考えられ、作土深が十分に確保されていると、高温の

影響を受けにくくなる（図１７）。 

 

（７）適期収穫 

刈り遅れるほど胴割粒が増加する。登

熟期が高温で経過した場合、胴割粒の発

生が著しく増加するため、適期収穫が重

要である（図１８）。出穂期から収穫まで

の日数は目安とし、登熟積算温度や「コ

シヒカリの収穫適期チャート」などで収

穫開始時期の見込みをつけるとともに、

最終的には帯緑籾率（少しでも青味の残

っている籾の割合）から収穫時期を判断

する必要がある。大規模経営のため、作

業計画の段階から収穫終盤の刈り遅れが

想定される場合、最初の収穫作業をやや早めに開始するとよい（適期より2～4日前）。 

 

（８）乾燥・調製作業 

収穫直後の籾水分はばらついているので、最初に常温通風または低温での加熱乾燥を行い、水分

を均一化させる必要がある。さらに、高温乾燥や過乾燥は胴割粒、水浸裂傷粒を増加させるので避

ける（表１、表３）。乾燥機内蔵の水分計は目安と考え、水分の確認は必ず手持ちの水分計で行うべ

きである。特に熱風式乾燥機では、高温乾燥や過乾燥による影響を大きく受けるので注意する。 

選別機の網目は 1.85 ㎜以上のものを

使用し、適正な流量で調製する。乳白粒

や黒点米は粒厚が薄いものが多いので、

網目を広げることで混入率を下げること

ができる。 

 

図１７　作土深と品質、収量の関係（コシヒカリ、農研：H17、18年）

　・試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒グライ土）
　・耕種概要：4月下旬～5月中旬移植、基肥窒素0.3～0.4kg/a＋穂肥窒素0.2kg/a（試験年次で異なる）。根域制限区は生育量が揃うよう肥培管理を行った。
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　・試験場所：農研水田利用研究室（龍ケ崎市、中粗粒灰色低地土）

　・耕種概要：基肥窒素0.5kg/a＋穂肥窒素0.2kg/a、栽植密度14.6～19.9株/㎡で株当たり4～6本植え

　・胴割粒の判定：胚乳部に亀裂を確認できた粒をすべてカウント

図１８　収穫時期と胴割粒発生率（コシヒカリ）
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　表３　乾燥方法が品質に及ぼす影響（農研：H17）

玄米 精米 精米時 水浸時

(%) (%) (%) (%) (%) (%)

15.2 0.2 0.8 1.4 0.0 0.0

13.3 0.1 0.3 1.1 0.1 0.5

15.6 1.3 15.3 3.5 0.4 3.1

13.5 6.5 18.1 3.9 0.6 3.8

　注１）農業研究所（水戸市）産米を供試。

　　　　縦型循環式火力乾燥機を使用（標準：平均穀温30.3℃、高温：平均穀温33.9℃）。

　注２）搗精はMC-90Aを用いて重量歩留まり91%とした。
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表1　タイムスケジュールの例

     ～10:15 炊飯準備
10:15～10:30 15分 洗米・加水
10:30～11:25 55分 炊飯
11:25～12:00 35分 撹拌・放冷
12:00～ 食味官能試験

１１．米の官能試験法（穀物検定協会準拠法、IH炊飯器使用） 

1）精米 

(1) 玄米約700ｇを準備する（4合炊きの場合）。 

(2) 山本試験用精米器（VP-32T）を用いて精米する。白度は玄米白度に20±0.5を加算した値、 

搗精歩合は90～91％の範囲に収まるようにする。両方の調整が難しい場合、白度を優先する。 

(3) 約630ｇの精米ができる。炊飯後はビニール袋に入れ、熱や湿り気が出るので袋の口を空けて

放湿・放冷する。その後冷暗な場所で乾燥を避けて貯蔵する。砕米などが多い場合は1.7mm

の縦目ふるいにかけて取り除く。 

(4) 精米から官能試験までの期間（日数）は試験区間で統一することが望ましいため、大きく違

わないように注意する。 

2）炊飯準備 

※準備するもの 

精米、炊飯釜、デジタル秤（0.1ｇ単位、2㎏程度 

まで）、洗米ボウル（底に水抜き穴の空いている 

もの）、ボウル、おたま、タオル、ふきんなど 

(1) 釜を準備する。釜の部品が乾燥していることを確認し、濡れている場合はタオル等で拭き取

る。内釜と外釜にはナンバーを付け、常に同じ組み合わせで炊飯する。 

(2) 内釜の重量を測定する。あらかじめ測定し、マジックなどで書いておくと便利だが、摩耗等

で軽くなるため試験毎に測定するのが望ましい。 

(3) 加水量を調整するため、精米の水分量を測定する。 

(4) 精米を600ｇ量り取る。 

3）洗米 

(1) 精米を洗う。ボウルに水を張り、精米を入れた洗米ボウルを水につけたまま洗米する。 

10秒かけて10回かき混ぜる。同じ操作をボウルの水を毎度替えて計4回行う。静かにかき混

ぜることと、白濁した水を速やかに取り替えることを繰り返すだけとし、米粒を強くこすり

あわせたり握ったりしないよう注意する。また、米粒がこぼれると重量が変わってしまうた

め、こぼさないよう注意する。 

(2) 洗米後内釜に精米を移し、米の上数センチ程度の高さに水を入れ加水作業に移る。 

4）加水調整 

(1) 内釜の水滴をタオル等で拭き取る。 

(2) 秤の上に「洗い終わった米と水」の入った内釜を載せる。新しい水を入れるための「ボウル」、

余分な水を捨てるための「ボウル」、水を汲む「おたま」を準備すると便利である。 

(3) 加水量を決定する。加水量は精米600ｇ（4合）の場合、830ｇ加水する。 

さらに精米の水分に応じて加水量を調整する。水分14.1％を基準として、1％の増減ごとに 

∓ 16ｇ調整する。 

(4) 水の量を調整する。内釜の重量、精米の重量、決定した加水量の合計になるようにする。 

 （目標となる重量）＝（内釜の重量）＋（精米の重量）＋（加水量）＋（加水量調整分） 

 ※（加水量）＝（精米の重量）×1.38 

 ※（加水量調整分）＝{14.1－（水分量）}×16 

5）炊飯 

通常は浸漬を行わずに、一斉に釜のスイッチを入れる。ブレーカーが降りたりヒューズが途中で

飛んだりしないようプラグを挿す場所をあらかじめ調整しておく。 

6）攪拌 

蒸らしは通常行わない。炊飯終了直後、炊飯釜の電源を切りしゃもじを用いて撹拌する。 

はじめに釜を回しながら壁面に沿って一周させ、4回に分けて釜底から返すようにすべて撹拌す

る。米粒を潰さないように注意する。 

 

 



7）放熱 

(1) 撹拌終了後、内釜にふきんを被せ、釜の蓋を1～2センチ開ける。 

(2) 35分程度放熱する。試食に適する温度（60～70℃）まで下げる。 

8）官能試験 

※ 準備するもの                   図 食味評価表の例 

食味用試験皿(赤、黄、青、緑

のマーカー付きのもの）、箸、

評価表、筆記具 

（必要に応じて）飲用水、コッ

プ、盛り付け用カップ、小型カ

ップ 

(1) 炊飯米を盛り付ける。1回の試験

で基準米を除いて3種類比較す

る。赤色のマーカー部分に基準

米を盛り付け、黄色、青色、緑

色の順に供試米を盛り付ける。

必要な場合、盛り付け用カップ

を使い同量ずつ盛り付け、香り

が逃げないよう小型カップで

蓋をして供試する。 

(2) 基準米から評価を始める。基準米を挟みながら順に供試米を評価していく。試食する供試米

の順をパネリストによって変えることで偏りを防ぐ。 

(3) 評価は基準と比較した7段階（評価値0±3）とし、香り→外観→味・粘り・硬さ→総合評価の

順に進める。通常、極端な処理をした試験区以外は、0～±2程度に収める。 

(4) パネリストは試験当日の朝食後、味の濃い飲食物の摂取や喫煙を控えるよう注意する。 

9）集計 

(1) パネリストの評価値を集計する。 

(2) 統計処理により平均値の差の検定を行う。 

 

表2 評価項目とその方法 

順番 評価項目 評価方法 評価内容

1 香り
カップを外し、食味皿を手に持って
箸で押し分け、
鼻を限りなく近づけて評価

御飯を直接嗅いだとき
または口に入れた時に感じる特有の香り

2 外観 色・つや・粒形などを評価
つや、白さ、胚芽の程度
御飯粒の構成（砕粒、煮崩れの発生等）
粒の形の整否

味
いわゆる御飯のうまみ、
噛んでいるうちに感じるわずかな甘み、
喉ごしの感じの良い滑らかさ等

粘り 御飯を噛んだ時の粘り具合

硬さ 御飯を噛んだ時の硬さ

4 総合評価 基準米と比較し、総合して判断
食味の総合的評価
パネリストの感覚・嗜好の総合的判断

3
一口大を口に入れ、
7～8回噛んで3項目を同時に評価

 

  

食　　味　　評　　価　　表

第　　　　　回 パネルNo. 氏名 平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日
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１２．麦の播性について 
 
１） 播性と早晩性 

麦類は一定期間低温にさらされて幼穂を分化させるという特性を持っている。品種によって必要な低

温期間は異なり，低温期間の長短を播性程度といい，Ⅰ～Ⅶの 7 段階に分けて品種の特性を表し(表１)，
播性程度が高いほど必要な低温期間が長くなる。なお，新品種の播性程度は一定間隔(10 日程度)で播種

し，検定品種に対する出穂の早晩によって決定される。 
 
２） 春化 

必要な低温等が感受され，秋播性が消去され生長に入るための生理的体制を得ることを指す。自然条

件下では秋から冬の低温や短日によって春化され，その後の高温や長日によって出穂が促進される。 
 

３） 茨城県の奨励品種の播性の型と播性程度 
播性程度Ⅰ・Ⅱの品種は春播型品種と呼ばれ，低温期間が短く(無く)ても幼穂が分化し，長日のみで

出穂が促進される。Ⅴ～Ⅶの品種は秋播型品種と呼ばれ，長期の低温期間が必要で，春に播種しても幼

穂が分化せず出穂しない。Ⅲ・Ⅳの品種はある程度の低温期間が必要で，上記の春播性品種と秋播性品

種の中間にあたるため，中間型品種と呼ばれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４） 播性の違いによる生育の特徴 
「カシマムギ」と「シルキースノウ」（平成 19 年度採用，平成 25 年度廃止)の例 

「シルキースノウ」の播性程度はⅣで，「カシマムギ」に比べ秋播性程度が高い。11 月上旬に播種した場合，

「シルキースノウ」は「カシマムギ」に比べ長期の低温が必要なため，幼穂分化始期は遅い。そのため，出

穂期は 5 日遅く、成熟期は６日遅い。 
 
「さとのそら」と「農林 61 号」（平成 25 年廃止)の例 

「農林 61 号」の播性程度はⅡで，「さとのそら」に比べ播性程度が低い。前述の「シルキースノウ」と

「カシマムギ」の例と同様に考えると，「さとのそら」の出穂期や成熟期は「農林 61 号」より遅くなるは

ずである。しかし，「さとのそら」は「農林 61 号」に比べ幼穂分化始期は遅いが，その後の穂の生育速度

が「農林 61 号」より速い (図)。そのため，「さとのそら」は「農林 61 号」に比べ出穂期は１～４日早く，

成熟期は２～５日早くなる(表２)。 
 
 
 

播性の型 播性程度 茨城県奨励品種 
小麦 六条大麦 二条大麦 

春播性 
Ⅰ  カシマムギ ミカモゴールデン 

Ⅱ きぬの波 
ゆめかおり カシマゴール  

中間型 Ⅲ    
Ⅳ さとのそら   

秋播性 Ⅴ～Ⅶ    

表１） 茨城県の奨励品種の播性の型と播性程度 



0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

幼
穂
分
化
～
出
穂
期
の
発
育
速
度DVI

温度(℃）

農林61号 さとのそら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 「さとのそら」、「農林61号」の播種期別生育ステージ 

 

注）日長は10時間で一定とした。 

図 「さとのそら」、「農林61号」の幼穂分化～出穂期の発育速度 

 

播種期 茎立期 出穂期 成熟期
(月.日) (月.日) (月.日) (月.日)
10.27 3.18 4.25 6.14
11.04 3.22 4.27 6.15
11.16 3.31 4.29 6.16
11.26 4.06 5.02 6.17
12.06 4.14 5.06 6.22
12.17 4.15 5.10 6.25

有意差 - - -
10.27 2.25 4.29 6.19
11.04 3.11 4.29 6.20
11.16 4.02 5.03 6.21   
11.26 4.08 5.06 6.22   
12.06 4.17 5.11 6.26
12.17 4.21 5.13 6.30

有意差 - - -

さとのそら

農林61号

品種

注)H23農業研究所成績概要書より引用した。 

 



１３．高品質麦生産のポイント 

水田・畑作経営所得安定対策下では、生産された麦類は「日本めん用小麦」、「パン用小麦」､「麦茶用小粒・

大粒大麦」など用途別に品質評価が行われ、その結果によって区分される A～D のランクによって交付金の額

が決まる。生産した麦の品質が収入に大きく影響するので、下記の対策等により品質の確保を図る。 
 
 
 

表１０－１ 日本めん用小麦の品質項目とその基準値、許容値 

評価項目 基準値 許容値 分析法 
子実タンパク質 9.7％以上 11.3％以下 8.5％以上 12.5％以下 

（きぬの波については 
8.0%以上 13.0%以

下） 

ケルダール又は 
近赤外 

灰   分 1.60％以下 1.65％以下 高温灰化法 
容 積 重 840g/リットル以上   － ﾌﾞﾗｳｴﾙ穀粒計 
ﾌｫｰﾘﾝｸﾞﾅﾝﾊﾞｰ 300 以上 200 以上 落球式粘度計 

 
 
 

表１０－２ 麦茶用小粒・大粒大麦 

評価項目 基準値 許容値 分析法 
子実タンパク質Ⅰ 
       Ⅱ 
       Ⅲ 

7.5％以上 9.0％未満 
9.0％以上 10.5％未満 
10.5％以上 

6.5％以上 
 
 

ケルダール法又は

近赤外分析計によ

る 
細 麦 率 小粒大麦 2.0 ㎜（篩）下に 2.0％以下 

大粒大麦 2.2 ㎜（篩）下に 2.0％以下 
  

注）子実タンパク質Ⅰは品質評価項目の基準値を１つ達成したものとする。Ⅱは２つ達成、Ⅲは３つ達成

したものとみなす。 
 
 
 

表１０－３ ランク区分基準 

区 分 基      準 

 A ・表１０－１～２の品質評価項目の基準値を３つ以上達成し、かつ許容値を全て達成してい

る。 
 B ・表１０－１～２の品質評価項目の基準値を２つ達成し、かつ許容値を全て達成している。 

 C ・表１０－１～２の品質評価項目の基準値を 1 つ達成し、かつ許容値を全て達成している。 
・表１０－１～２の品質評価項目の基準値を２つ以上達成しているものの、許容値を達成し

ていない。 
 D ・表１０－１～２の品質評価項目の基準値を全く達成していない（許容値を達成しているか

どうかは関係ない）。 
・表１０－１～２の品質評価項目の基準値を１つ達成しているが、許容値を達成していない。 
・雑銘柄の麦、異なる銘柄を混合している麦 

 
 



表１０－５ 麦の品質項目に影響を与える要因と技術的対応 

項 目 要因等 技術的対応 
子実タンパク

質含有率 
・土壌の質 

沖積土で低く、火山灰土で高い 
・生育量 

生育量が多いと低タンパクに、生育

量が少ないと高タンパクになる。晩

播、湿害、病害により麦の生育量は小

さくなる。 
・登熟条件 
登熟が悪いと高くなる（パン用小麦を

除く） 

・ タンパクが低い 
＜麦種共通の対応 ＞ 
・土壌物理性の改善（プラウ施工や堆肥の施用

による土壌の膨軟化） 
 
＜麦種・用途別の対応＞ 
・小麦 
日本めん用小麦（さとのそら）については､茎立

期の生育量を適正範囲内に制御し､出穂 15 日前

に追肥する。 
パン用小麦（ゆめかおり）については､出穂期に

追肥する。低タンパクになる水田輪換畑や転換

畑には作付しない。 
・大麦（カシマゴール） 
過繁茂で多収となる生育パターンではタンパク

は低くなりやすいため､播種量を標準より減ら

すことで､生育を制御した上で､出穂期に追肥す

る。 
・パン用小麦でさらに高タンパク化を狙う場合

は､開花期追肥も行う。 
 
 
・ タンパクが高い 

＜麦種共通の対応＞ 
・播種を早め、生育量を増加させる。 
・湿害を受けやすい圃場は湿害対策(水田輪換畑

の排水対策参照)を実施し、麦の生育量の増加

や登熟条件を向上させる。 
・湿害による登熟不良で高タンパク化となる場

合､茎立期までの生育量を確保する必要があ

るため､茎立期前に追肥を行う。 
・生育量によらず､茎立期以降の追肥は原則行わ

ない。 
 
 

容 積 重 ・粒の充実がよいと重くなる(千粒重が重

かったり、粒のサイズが大きくても容

積重が重くならないこともある) 
・播種期が遅い、湿害、倒伏等により登

熟が悪いと低くなる。 
 

・小麦では出穂 15 日前追肥の実施 
・登熟条件を向上させるため、排水対策を実施

する。 
・適切な調製を実施する。 

灰 分 
(小麦) 

・灰分は含有率が低く、灰分自体をコン

トロールするのは難しい。粒の充実が

よいと低くなる傾向がある。 
 
 

・登熟条件を向上させるため、排水対策を実施す

る。 
 
 



項 目 要因等 技術的対応 

ﾌｫｰﾘﾝｸﾞﾅﾝﾊﾞｰ 
(小麦) 

・登熟期後半から収穫時に降雨が続いた

り，倒伏により穂水分が下がらない

状態が続くと､穂発芽の発生により

低下する。 
 

・倒伏させない 
・収穫時に降雨が続くようであれば高水分（水

分 30%程度）で収穫し、すぐに風乾し  
水分を下げる。 

細 麦 率 
(大麦) 

・過繁茂により粒の充実が劣ると細麦が

増加する。  
・調製不足により高くなる。 

・生育量に見合った追肥を実施し、粒の充実を

図る。 
・篩目の詰まりをとり、流量を少なくし数回篩

を通す。 
 



 

１４．病原ウイルスの種類・系統に応じた麦種および品種の選定法 

 

県内にはオオムギを侵すオオムギ縞萎縮ウイルス、コムギを侵すコムギ縞萎縮ウイルス、オオムギ

とコムギの両者を侵すムギ類萎縮ウイルスが広範囲に存在しており、地域によってこれらが混在する

場合もある。これらの病原ウイルスの種類・系統の分布は過去の麦種の栽培来歴に密接な関係にあり、

コムギ縞萎縮病、ムギ類萎縮病はコムギ（六条オオムギ）栽培地域に多くみられる。また、オオムギ

縞萎縮病の病原ウイルスには病原性を異にする系統（Ⅰ型～Ⅴ型）があるが、県内では抵抗性二条オ

オムギ品種の作付によりⅢ型系統が優占ウイルスとなっている。 

実際には第14－1表に従って、病原ウイルスの種類･系統に応じた麦種および品種を選定することで

被害を回避できる。 

 

表14－1 病原ウイルスの種類･系統に応じた麦種および品種の選定法 

 
 

病原ウイルスの種類 

 
二条オオムギ 

 
六条オオムギ 

 
コムギ 

 
ミカモゴールデン 

 
カシマムギ 

 
カシマゴール 

さとのそら 
きぬの波（認定） 
ゆめかおり（認定） 

 
オオムギ縞萎縮ウイルス

（Ⅲ型） 

 
× 
 

 
× 
 

 
○ 

 

 
○ 
 

 
ムギ類萎縮ウイルス 

 
○ 
 

 
× 

 
× 

 
× 

 
コムギ縞萎縮ウイルス 

 
○ 
 

 
○ 
 

 
○ 

 

 
○ 
 

注）○：発病しない   ×：発病し比較的被害は大きい 



１５．水田輪換畑における麦・大豆のの排水対策 

 

  水田は、水を貯めるために造成されているので、水田を畑に転換する場合は十分な排水対策や透水性の改善

が必要である。排水対策を行う目的は、畑作物の生育に適した土壌環境をつくることと、農業機械の作業性の

向上をはかり、作物の高品質安定生産と機械化による省力栽培を行うことにある。 

 

１）地域排水 

  圃場の排水は、暗渠が施工してあっても地域の排水対策がとられてなければ排水路が満水になり排水ができ

なくなるので地域の排水対策が第一に重要である。 

（１）排水できない主な原因は、①地域外からの流入が多い、②降水が停滞する、③降水時に地域外の水位が

上昇する、④排水路や水門、ポンプなどの排水施設の不備などがあり、該当する原因を明確にしたうえで必要

な排水対策を行う。 

（２）排水方法は、自然の勾配を利用した自然排水とポンプで汲み上げる機械排水がある。 工事費や維持管

理費の面で自然排水が有利であるが、不可能な場合は機械排水を導入する。県内の地域内排水路は、排水が滞

っている場合が多くみられ管理が不十分となっている。そのために排水路の土砂の撤去や機械排水を積極的に

導入することが必要である。 

 

２）圃場内の地表排水 

 多降雨時の圃場排水は、暗渠排水のみでは不十分で、圃場内の凹地や機械旋回で土壌が固められた枕地部分

においては小雨でも滞水することが多い。 

 圃場排水の方法は、①畝立による排水、②明渠による排水、③圃場内小排水路の設置、④圃場全面の傾斜等

がある。畝立栽培は、種子の位置を地下水位から遠ざける効果が期待できる【５）耕うん同時畝立て播種栽培

参照】。明渠は、５～１０ｍ間隔に作溝して排水溝に接する方法である。降雨の多い場合は暗渠排水と明渠に

よる地表排水の両方の対策をとる必要がある。隣接田からの漏水、横浸透には圃場内に額縁状の小排水路を設

けて排水する。小排水路は明渠より深めの３０㎝程度にデイガーやトレンチャーを用いて施工する。圃場全面

に傾斜をつける方法は、レーザーレベラーを使用して傾斜度 0.1%程度（長辺長 100m に対し 10㎝の勾配）とし、

集水路を排水路と連結させて排水路に排水する。 

 

３）暗渠排水 

  暗渠排水は、土壌中の過剰水を除去する目的で設置され、作物の生育に適した土壌空気率（２０～３０％）

を確保するとともに、機械作業に適した土壌状態にすることである。表に暗渠排水の目標値を示した。 

（１）従来型暗渠 

   暗渠は、有材暗渠の本暗渠と弾丸暗渠等の補助暗渠、本暗渠と補助暗渠を組み合わせた組み合わせ暗渠に

分類される。 

   本暗渠は、地表面や土壌中の過剰水を吸収管に吸水した後、集水管を通じて排水路へと導いて排水を行う。 

透水性の比較的良好な土壌では本暗渠の単独施工でも効果を発揮するが、組み合わせ暗渠として補助暗渠と組

み合わせることで排水効果がより高まる。 

  補助暗渠は、弾丸暗渠やトレンチャー暗渠（弾丸暗渠の中に籾殻等を入れた暗渠）、引き込み暗渠（弾丸

暗渠の回りをポリシートで覆った暗渠）、籾殻充填補助暗渠等がある。弾丸暗渠それ自体では排 水の有効長

が短いので、本暗渠と組み合わせて圃場全体からの集水と本暗渠までの導水を行うと効果 的である。組み合

わせ暗渠の模式図と土壌統群別の施工基準は図、表に示した。 

 

 ａ.施工上の留意点 

   ア）暗渠施工順序は、暗渠を施工し、その後補助暗渠を施行する。 

  イ）本暗渠の掘削は、底部の凹凸に注意する。掘削は、水甲側から上流に向かって勾配をつけながら実施

する。２０ｍ掘削して、５㎝程度浅くすると、１／４００～１／５００の勾配ができる 

  ウ）疎水材の充填は、籾殻を棒などでつつきながら、かつ足で踏みつけて地表面より１５㎝下まで十分に

入れる。 



   エ）水甲を排水路の水面上にでるように、排水路を維持管理する。 

 

 ｂ.暗渠の機能回復対策 

    機能低下の原因は、①耕盤の形成（作土下に硬い耕盤ができて透水性が低下）、②疎水材に泥土が侵入

したり、籾殻が腐植して疎水材としての機能が消失する、③排水路の管理不足、④吸水管の閉塞（吸水管

に泥が詰まる）などによる。 

    ア）耕盤の形成による場合 

    弾丸暗渠（深さ３０㎝）を１～２ｍ間隔で暗渠に直交して施工する。 

    イ）吸水管の閉塞による場合 

    動力噴霧機のホース（１００ｍ）の先に逆ノズルを取り付けて、吸水管の中を通して洗浄し詰まりを

除去する。 

  ウ）疎水材の劣化による場合 

     再施工 

  エ）排水路の管理不良  

          排水路の土砂等を除去する。 

 

 （２）浅層暗渠 

      浅層暗渠は、吸水管を５ｍ間隔、深さ50㎝に埋設したものである。この暗渠の特徴は、従来型暗渠に比

較して吸水管が密に埋設されているために降雨後の地下水位の低下が早く、湿害回避に効果的である。また、

排水口も田面下 50 ㎝にあるために排水路の水位が 50 ㎝以下ならば排水も良好とな  り、排水路からの逆流

頻度が少ない。 

     暗渠の施工は、一般にトレンチャーで掘削して作業を進めるが、最近ではドレンレイヤー工法による施

工も一部普及しつつある。この方法は、暗渠施工機にレーザー制御で土層を押し広げる削耕部、コルゲート管

のリール、籾殻タンクから構成されており、削耕部で土層を７～８㎝程度に押し広げながらコルゲート管の埋

設と籾殻の充填を同時に施工できるために省力かつ低コスト型の作業機である。 

 

 ４）心土破砕 

     耕盤や心土の一部を破砕することによって透水性を確保し、地表水や過剰水を地下浸透させる。排水不良

の原因が耕盤や透水性不良の場合は効果が大きい。サブソイラや弾丸暗渠機で１～２ ｍ間隔に施工する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）耕うん同時畝立て播種による麦・大豆の湿害回避技術 

近年、本県の小麦・大豆は、排水不良に伴う播種の遅れや、苗立率の低下、湿害による生育期間の生育不足

や登熟不良等によって収量や品質が低いことが課題となっている。「耕うん同時畝立て播種」は、中央農業総合



図２ 耕うん同時畝立て播種機および成形される畝の形状

(左：平高畝・土壌水分 59%、右：単条畝・土壌水分 38%) 

注）日合計降水量は水戸地方気象台（柿岡）に

よる。 

図６ 土壌水分の推移(小麦、Ｈ２５年産) 

研究センター・北陸研究センターで開発され、重粘土質土壌での麦・大豆等の安定栽培を可能とする湿害軽減

技術であり、本県でも収量や品質が大幅に向上する成果が得られている。 

 

（１）本技術の特徴（①～⑤） 

①「アップカット」  

 一般的なロータリによる耕うん作業は「ダウンカット」（図１左）で行われている。これに対し、「アップカ

ット」は、砕土性に優れるとともに、粗い土塊が下層に、細かい土塊が表層に分布する（図１右）。 

②「爪配列の組替で畝を立てる」 

本機は、播種前耕うんの有無にかかわらず、培土板を使用せず、ホルダー型のロータリー爪の配列を替える

ことで平高畝および単条畝を成形することが可能となる（図２）。 

③「耕起から播種までの合計作業時間を短縮」 

本機は、未耕起圃場に一工程で播種しても、高い砕土性と前作残渣等のすき込み性が得られる特徴がある。

播種前の耕起整地作業等を省略できるため、耕起から播種までの合計作業時間(10a 当たり)で比較すると、本

県平均２．０９時間に対し本機は１．３７時間と短縮される。またダウンカットのロータリーシーダやハロ

ーシーダでは播種精度が劣るような、高い土壌水分条件や砕土率が低い圃場でも播種が可能なため播種可能

日は慣行に比べ増加する（図３）。 

④「高い砕土率と苗立率」 

本機により立てた畝の表層から５ｃｍの砕土率(２cm以下の土塊の重量割合)は、事前耕起の有無にかかわら

ず慣行(ロータリーシーダ)に比べ高くなる。また、砕土率は作業速度が速いほど低くなる(図４)。本機によ

る畝立て栽培は慣行栽培に比べ、苗立率は小麦で２４％、大豆で１１％高くなる(図５左) 

⑤「高い苗立率と低い土壌水分による増収効果」 

降雨後の土壌水分は、畝立てを行うことにより、慣行より早く低下し、生育期間を通じて土壌水分を低く保

つことができる(図６)。苗立率が高く、土壌水分を低く保つことにより収量は小麦で１９％、大豆で１４％

増加する(図５右)。 
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図３ 小麦播種の耕起整地から播種にかかる時間 

図４ 耕うん同時畝立て播種機(平高畝)と慣行播種機によ

る砕土率 

100

200

300

400

500

600

100 200 300 400 500 600

畝
立
て
栽
培
の
収
量(

k
g
/
1
0
a)

慣行栽培の収量(kg/10a)

ムギ・対慣行比119％

ダイズ・対慣行比114％

50

60

70

80

90

100

50 60 70 80 90 100

畝
立
て
栽
培
の
苗
立
率(

％)

慣行栽培の苗立率(％)

ムギ・対慣行比124％

ダイズ・対慣行比111％
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図５ 小麦・大豆の耕うん同時畝立て栽培の苗立率(左)と収量(右) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 使用する機種の選定 

Ｍ社改良型アップカットロータリと適応トラクタは、表１のとおりである。適応トラクタは、作業幅2.2

ｍでは 55～85馬力、作業幅1.7ｍでは 30～50馬力である。但し、重粘土質土壌や土壌水分が高い圃場では、

より出力の大きなトラクタや、牽引力に優れるセミクローラ型トラクタの利用が望ましい。なお、フルク

ローラ型トラクタは、圃場の凹凸が大きい場合等に播種作業機の上下方向の振れ幅が大きくなり、成形さ

れる畝の形状や播種深度が不安定になる場合があるため注意する。 

 

 

 

 

図１ ダウンカットロータリとアップカットロータリの特長 

適応馬力 質量 作業幅 平高畝

(ps) (kg) (cm) 条数

APU-1710H-0SU 395 カプラ無

APU-1710H-4SU 420 カプラ付

BUR-2210H-0SU 670 カプラ無

BUR-2210H-4SU 705 カプラ付

注１）ロータリはＭ社製。-4SU（カプラ付）は3点リンクとジョイントが含まれる。-0SU（カプラ無）は手持ちの3点リンクとジョイントを使用する。

7条

日農工標準3P

0.1形

30-50 5条

備考

55-85 220

型式 装着方法

170

表１ アップカットロータリの型式とトラクタの適応馬力等 



 

 

 

 

 

 

 

（３） 圃場準備 

① 事前耕起(耕うん)を実施する場合 

 アップカットロータリによる耕うん同時畝立て播種は、事前耕起（耕うん）を行わない未耕起圃場

に１工程で播種できる特長があるが、①排水の不良な圃場で未耕起の土壌表面に溜まった水が排水さ

れない場合や、②労働力に余裕があり耕うん同時畝立て播種作業の能率を向上させたい場合などでは、

事前耕起（耕うん）を行う。事前耕起は、なるべく地表に凹凸を生じさせないチゼルプラウ等による

粗耕起が適当である。ロータリによる事前耕うんを行う場合は、耕うんから播種までの期間に降雨に

あわないように計画する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 明渠の施工など 

水田転換畑の排水対策技術を参考に明渠の施工、サブソイラを施工した圃場にアップカットロー

タリ播種を実施すると排水効果がより高まり、増収効果が高い。 

③ 土壌改良材および基肥の施用 

①の事前耕うんを実施する場合は事前耕うんを実施する前に土改材を施用する。不耕起で播種す

る場合では散布後の耕起は不要である。 

（４）播種の可否の判断 

 耕うん同時畝立て播種は、通常のダウンカットロータリでは作業ができないような過湿な圃場条件

でも播種作業が可能である。播種を実施するか迷った場合は、移植ごてで土壌（表層～20cmの土）を

取り、強く握って水が滴らない程度の条件であれば可能とされているので、参考にする。 

（５）播種量(施肥量)の設定  

アップカットロータリで使用する播種機は駆動輪が回転することで種子が吐出される。駆動輪のスリ

ップ率は５～７％であることが多く、ダウンカットのロータリシーダより一般的にスリップ率は低い。

ダウンカットのロータリシーダで使用した播種機をそのまま使用すると播種量が多くなる可能性があ

るため、事前に調整する必要がある。 

（６）その他 

播種後の管理は慣行と同様であるので他ページ参照とする。機械の細かい設定については農業研究所

ホームページにある「麦・大豆の耕うん同時畝立て播種栽培マニュアル」を参考にする URL は以下の

通り）。http://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/noken/seika/h27pdf/h27seika.html 

 




